
浜岡原子力発電所におけるSA能力向上への取り組み

中部電力株式会社

SEKIGUCHI003
資料２－３



この10年間の防災能力向上の取り組み

しくみ

プロセス

力量

2

国内外原子力事業者
自衛隊などをベンチマーク

 ❶緊急時対策組織の見直し：インシデント・コマンド・
システム，組織形態→自衛隊，東京電力，米国原
子力発電所

 ❷情報共有，戦略立案の明示などコミュニケーション
システム：東京電力，自衛隊

 ❹防災・運転員教育にNTS研修を導入：中国電力，JANSI，航空業界
 ❺SA専門部隊としてのERF設置
 ❻自前で対応できる能力・資格の取得
 SAシミュレータ導入
 図上演習：東京電力，ISCN（原研機構），JANSI

 訓練の充実

 ❸かいぜん・サイクル：中期計画，
KPI導入→東北電力，JANSIアシ
スタントビジット



❶緊急時対策組織の見直し

【緊急時組織再編のポイント】

① 意思決定プロセスの専任化

② 現場要員管理の一元化

③ 被災者・避難者管理の専門性向上

④ 支援機能の専門性向上

⑤ 警備機能の独立性確保
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上記①②④の具体的事例
【従前】
• 道路啓開→支援・消防班
• 可搬式動力ポンプ→支援・

消防班
• 災害対策用発電機→応急

復旧班
• 現場ラインナップ→技術班

【現状】
• 左記対応はすべて復旧班

のERF（後述）を中心に
展開



❷情報共有，戦略立案の明示などコミュニケーションシステム
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関連リンク

③現状の本部意思決定および
指示の表示

④対応の優先順位を決定
なお，常に最新情報を掲示。
履歴は活動ログに保存。

①プラントの状況把握
②事象の進展予測

忘れ防止のための
チェックリスト

事象進展のたびに①②③
を踏まえてローリングして④
を決定
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❸かいぜん・サイクル

エクセレンス・レベル

現状のレベル

GAP

I.  中期計画の立案
• エクセレンスと現状のギャップを抽出
• エクセレンス到達のための3か年計画を

立案

II. 年度計画の立案
• 中期計画を元に年度計画を立案

III. 訓練の実施

IV. 振り返り
KPI等を用いて達成度を評価する

V. 改善の実施
• 強化が必要な場合はアクションプランを策

定
• ゴール設定の見直し

 訓練実施前にエクセレンスと現状のギャップを抽出し，段階的に能力を向上させる中期計画を立案する
 このプロセスを繰り返し，より高いレベルに到達していく
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❹ノンテクニカル・スキル研修
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状況認識 意思決定 コミュニケーション リーダーシップ 全体
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１回目 ２回目 ３回目

ノンテクニカルスキル訓練
の実施（要素訓練）

行動観察シート
録画

観察対象タスク TRMスキル 行動指標 観察結果  Note

状況に関わる情報をメモしている □OK  □NG  □NA
　

大きな声で発話している □OK  □NG  □NA

明瞭な口調で発話している □OK  □NG  □NA

簡潔に発話している □OK  □NG  □NA

落ち着いた態度で発話している □OK  □NG  □NA

「・・・らしい」等、不正確・曖昧な表現を使っていない □OK  □NG  □NA

注目させてから班全体に話しかけている □OK  □NG  □NA

指示・周知事項は繰り返して伝えている □OK  □NG  □NA

他者の発言を遮らずに傾聴している □OK  □NG  □NA

数値には単位をつけている □OK  □NG  □NA

　

コミュニケーション

＜基本スキル＞

初動ブリーフィング

評価・分析

行動観察

行動観察シートを用いて、総合訓練での活動を
ノンテクニカルスキルの視点で観察をおこなう。

抽出した特性からノンテクニカルスキルを強化する訓練
（協力：JANSI）を実施する。

行動観察結果から、ノンテクニカルスキルにおける特性を把握する。

観察対象タスク TRMスキル 行動指標 観察結果  Note

状況に関わる情報をメモしている □OK  □NG  □NA
　

大きな声で発話している □OK  □NG  □NA

明瞭な口調で発話している □OK  □NG  □NA

簡潔に発話している □OK  □NG  □NA

落ち着いた態度で発話している □OK  □NG  □NA

「・・・らしい」等、不正確・曖昧な表現を使っていない □OK  □NG  □NA

注目させてから班全体に話しかけている □OK  □NG  □NA

指示・周知事項は繰り返して伝えている □OK  □NG  □NA

他者の発言を遮らずに傾聴している □OK  □NG  □NA

数値には単位をつけている □OK  □NG  □NA

　

コミュニケーション

＜基本スキル＞

初動ブリーフィング

行
動
指
標
達
成
率
（
％
）

※ノンテクニカルスキル（non-technical skill）：技術力(テクニカル)以外のリ
ーダーシップやコミュニケーションに関する能力のこと。総合訓練

 指揮者の知識・技能の向上のため、2017年度より現場操作等の専門技能を効果的に発揮するためのノンテクニカル・スキルの強化に
取り組んでいる
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❺SA専門部隊としてのERF設置
❻自前で対応できる能力・資格の取得

2014年7月 ERF設置
運転再開前に交代勤務に移行

ERF(Emergency Response Force) 緊急時即応班
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今後に向けての対応事項ー❸で抽出された中期課題

大規模損壊などタフな事案対応
確実に現場対応ができるようにするにはどのような工夫（プ
ロセス改善）が必要かを洗い出し，パフォーマンスを向上さ
せていくこと

初動対応能力の向上
初動の対応の良否が，緊対対応の成否のウェイトを占める
ことから，特に正確さ，迅速さを求めた初動能力の向上



【参考】SA等対応能力向上のための各種訓練
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